
人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●同和問題をはじめとするさまざまな人権問題
熊本県人権センター　　      ☎ 384‐5822
午前９時～正午と午後１時～４時
●障がい者の人権および権利擁護
障がい者 110 番　☎ 354‐4110　午後１時～５時
●法律問題、人権問題、人権侵害への救済について
みんなの人権 110 番　　     ☎ 0570‐003‐110
午前８時 30 分～午後５時 15 分

以下全て午前８時 30 分～午後５時 15 分
●女性の人権
女性の人権ホットライン　　☎ 0570‐070‐810
●子どもの人権
子どもの人権 110 番　　   ☎ 0120‐007‐110
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289‐1400
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誰もが安心して
暮らせるまちへ
～感染症をめぐる人権～

　感染症って、怖いなって思ったことありませ
んか？　病気になることも心配ですが、感染し
た人やその家族が偏見や差別にさらされるのも
悲しいことです。誰もが安心して暮らせるまち
にするには、感染症を正しく理解し、お互いに
思いやりの気持ちを持つことが大切です。
　町は予防接種や結核検診などの施策を通じて、
感染症の拡大防止と町民の健康維持に取り組ん
でいます。また、健康を守るためには、バラン
スの良い食事、適度な運動、充分な睡眠など生
活習慣の向上も鍵となります。ワクチン接種も
効果的な予防手段の一つです。
　さらに健康についての情報発信として、高齢
者向けのふれあい交流会で「感染症予防と健康づ

くり」について、ファミリー・サポート・センター
では「子どもの感染症予防」についての講話を実
施しました。今後も、町民の皆さんに向けた健
康に関する情報を積極的に提供していきます。
　感染症は、誰もがかかる可能性があります。
身近に感染者が出た場合、その人を責めたり避
けたりするのではなく、温かい気持ちで見守り、
互いに支え合うことが大切です。
　また、感染症に関する正しい情報を知り、
SNS などで広まる不確かな情報には惑わされず、
各自が自分の立場でできることを考え、行動す
ることが重要です。誤った情報は不安や偏見を
助長し、差別を生み出す原因にもなります。
　今後も、さまざまな感染症が身の回りで流行
するかもしれません。そういった状況でも、正
確な情報に基づいて行動し、互いの人権を尊重
することで、誰もが安心して暮らせるまちにし
ていきたいものです。
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津森神宮

「菊と桐」の紋章

　

津
森
神
宮
は
、
町
を
代
表
す
る
神
社

の
一
つ
で
す
。
宝
治
元（
１
２
４
７
）年
、

鎌
倉
幕
府
５
代
将
軍
・
藤
原
頼
嗣
に
よ

り
、
見
竹
村（
現
在
の
下
陳
北
向
）の
古

津
森
宮
か
ら
寺
中
村
に
移
築
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
立
後
、
天
皇
の
勅
使
が
下
向
し
、

皇
室
の
紋
章
で
あ
る「
菊
と
桐
」の
紋

を
開
扇
子
に
載
せ
て
奉
納
し
ま
し
た
。

「
津
森
宮
縁
起
祭
礼
記
」に
よ
る
と
、こ

の
時
か
ら「
菊
と
桐
」が
津
森
宮
の
紋
章

と
な
り
、県
下
で
も
珍
し
い
神
格
を
持

つ
神
社
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
土
桃
山
時
代
末

期
に
は
、
堂
宇
全
て
が
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

現
在
の
境
内
に
は
、
神
殿
、
拝
殿
、

楼
門
、
東
末
社
、
西
末
社
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
神
殿
と
拝
殿
は
当
初
別
棟

で
建
て
ら
れ
、
後
に
幣
殿
で
連
結
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
直
近
の
拝

殿
改
修
工
事
で
は
、
現
在
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
神
殿
の
正
面
と
拝
殿
の
北

面
に
施
さ
れ
た
精
巧
な
彫
刻
が
あ
ら
わ

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
殿
と
拝
殿
の
正
確
な
建
立
時
期
は

不
明
で
す
が
、
明
治
４（
１
８
７
１
）年

に
建
て
替
え
ら
れ
た
旧
楼
門
の
棟
札
に

「
明
治
八
年
十
月
十
六
日
棟
上
」と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
建
立

は
そ
れ
以
前
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
今
後

の
専
門
家
の
詳
細
な
調
査
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

参
拝
の
際
に
は
、
文
化
財
と
し
て
の

価
値
を
保
持
し
つ
つ
改
修
さ
れ
た
拝
殿

や
、
境
内
各
所
に
施
さ
れ
た「
菊
と
桐
」

の
紋
章
に
も
注
目
し
、
津
森
神
宮
と
津

森
地
区
の
豊
か
な
歴
史
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場
広

報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。
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